
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴う関係規則の

整理に関する規則をここに公布する。  

平成２７年３月２７日 

瀬 戸 市 教 育 委 員 会  

委員長 水 野 教 雄  

瀬戸市教育委員会規則第１号 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴う関係

規則の整理に関する規則  

 （瀬戸市教育委員会会議規則の一部改正）  

第１条 瀬戸市教育委員会会議規則（昭和３１年瀬戸市教育委員会規則第

１号）の一部を次のように改正する。  

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下

線で示すように改正する。

改正後 改正前 

目次 目次 

第１章 総則（第１条） 第１章 総則（第１条） 

第２章 削除（第２条・第３条） 

 

第３章 会議（第４条―第１４条） 

第２章 委員長及び委員長職務代理者の選出方 

法（第２条・第３条） 

第３章 会議（第４条―第１４条） 

第４章 会議録（第１５条・第１６条） 第４章 会議録（第１５条・第１６条） 

第５章 請願及び陳情（第１７条・第１８条) 第５章 請願及び陳情（第１７条・第１８条) 

第６章 傍聴（第１９条―第２３条） 第６章 傍聴（第１９条―第２３条） 

第７章 雑則（第２４条） 第７章 雑則（第２４条） 

附則 附則 

（趣旨） （趣旨） 

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。

以下「法」という。）第１６条の規定に基づ

き、瀬戸市教育委員会（以下「委員会」とい

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。

以下「法」という。）第１５条の規定に基づ

き、瀬戸市教育委員会（以下「委員会」とい



う。）の会議その他委員会の議事の運営に関し

必要な事項を定めるものとする。 

う。）の会議その他委員会の議事の運営に関し

必要な事項を定めるものとする。 

   第２章 削除    第２章 委員長及び委員長職務代理者の選 

出方法 

  （委員長の選挙等） 

第２条及び第３条 削除 第２条 法第１２条第１項の規定による委員長の

選挙は、単記無記名投票によるものとし、有効

投票の最多数を得たものをもつて当選人とす

る。ただし、最多数を得た者が２人以上あると

きは、くじで当選人を定めるものとする。 

２ 委員会は、委員中に異議がないときは、前項

の選挙につき指名推選の方法を用いることがで

きる。 

 ３ 前項の指名推選の方法を用いる場合において

は、被指名人をもって当選人と定めるべきかど

うかを会議に諮り、委員の全員の同意があった

者をもって当選人とする。 

 （委員長職務代理者の指定） 

 第３条 委員長職務代理者の指定は、前条の規定

を準用する。 

（会議の種類等） （会議の種類等） 

第４条 ＜省略＞ 第４条 ＜省略＞ 

２ 定例会は、毎月第２木曜日に招集するものと

する。ただし、教育長は、特に必要があると認

めるときは、招集日を変更することができる。 

２ 定例会は、毎月第２木曜日に招集するものと

する。ただし、委員長は、特に必要があると認

めるときは、招集日を変更することができる。 

３ 臨時会は、教育長が必要と認めたとき、又は

委員２人以上から会議に付議すべき事件を示し

て招集の請求があったときに招集する。 

３ 臨時会は、委員長が必要と認めたとき、又は

委員２人以上から会議に付議すべき事件を示し

て招集の請求があったときに招集する。 

 （会期）  （会期） 

第５条 会議の会期は、１日とする。ただし、教

育長は、特に必要があると認めるときは、会議

に諮って会期を延長することができる。 

第５条 会議の会期は、１日とする。ただし、委

員長は、特に必要があると認めるときは、会議

に諮って会期を延長することができる。 

 （招集の手続等）  （招集の手続等） 

第６条 会議の招集は、教育長が会議の日時及び 第６条 会議の招集は、委員長が会議の日時及び



場所並びに会議に付議すべき事件をあらかじめ

委員に通知して行う。 

場所並びに会議に付議すべき事件をあらかじめ

委員に通知して行う。 

２ 教育長は、前項の規定による通知を行ったと

きは、直ちに会議の日時及び場所並びに会議に

付議すべき事件を告示するものとする。ただ

し、急施を要するときは、この限りでない。 

２ 委員長は、前項の規定による通知を行ったと

きは、直ちに会議の日時及び場所並びに会議に

付議すべき事件を告示するものとする。ただ

し、急施を要するときは、この限りでない。 

３ 委員は、会議に遅参し、又は出席することが

できないときは、あらかじめその旨及び理由を

教育長に届け出なければならない。 

３ 委員は、会議に遅参し、又は出席することが

できないときは、あらかじめその旨及び理由を

委員長に届け出なければならない。 

 （議席）  （議席） 

第７条 委員の議席は、教育長が定めるものとす

る。 

第７条 委員の議席は、委員長が定めるものとす

る。 

 （会議の公開）  （会議の公開） 

第７条の２ 会議は、これを公開する。ただし、

人事に関する事件等について、教育長又は委員

の発議により、出席委員の３分の２以上の多数

で議決したときは、秘密会とすることができ

る。 

第７条の２ 会議は、これを公開する。ただし、

人事に関する事件等について、委員長又は委員

の発議により、出席委員の３分の２以上の多数

で議決したときは、秘密会とすることができ

る。 

 （開会及び閉会）  （開会及び閉会） 

第８条 開会及び閉会は、教育長が宣言する。 第８条 開会及び閉会は、委員長が宣言する。 

 （議事日程）  （議事日程） 

第９条 教育長は、議事日程を作成し、あらかじ

め委員に配付しなければならない。ただし、急

施を要する場合は、これを省略することができ

る。 

第９条 委員長は、議事日程を作成し、あらかじ

め委員に配付しなければならない。ただし、急

施を要する場合は、これを省略することができ

る。 

 （会議の順序）  （会議の順序） 

第１０条 会議は、おおむね次の順序で行う。 

⑴ ＜省略＞ 

⑵ 前回会議録の承認 

⑶から⑹まで ＜省略＞ 

第１０条 会議は、おおむね次の順序で行う。 

⑴ ＜省略＞ 

⑵ 前会会議録の承認 

⑶から⑹まで ＜省略＞ 

（動議） （動議） 

第１１条 ＜省略＞ 第１１条 ＜省略＞ 

２ 動議が提出されたときは、教育長は、会議に

諮ってこれを議題としなければならない。 

２ 動議が提出されたときは、委員長は、会議に

諮ってこれを議題としなければならない。 



 （発言）  （発言） 

第１２条 発言しようとする者は、教育長の許可

を得なければならない。 

第１２条 発言しようとする者は、委員長の許可

を得なければならない。 

２ ２人以上が発言を求めたときは、教育長は、

先に発言したと認めた者を指名して発言させる

ものとする。 

２ ２人以上が発言を求めたときは、委員長は、

先に発言したと認めた者を指名して発言させる

ものとする。 

３ ＜省略＞ ３ ＜省略＞ 

４ 教育長は、発言について時間を制限すること

ができる。 

４ 委員長は、発言について時間を制限すること

ができる。 

 （採決）  （採決） 

第１３条 教育長は、議題につき論旨が尽きたと

認めたときは、会議に諮って採決しなければな

らない。 

第１３条 委員長は、議題につき論旨が尽きたと

認めたときは、会議に諮って採決しなければな

らない。 

２ 採決の方法は、挙手、記名投票及び無記名投

票の３種とし、教育長が適宜これを採用する。 

２ 採決の方法は、賛否の発言、記名投票及び無

記名投票の３種とし、委員長が適宜これを採用

する。 

（会議録の記載事項） 

第１５条 会議録には、会議の次第及び次に掲げ

る事項を記載しなければならない。 

（会議録の記載事項） 

第１５条 会議録には、会議の次第及び次に掲げ

る事項を記載しなければならない。 

 ⑴及び⑵ ＜省略＞  ⑴及び⑵ ＜省略＞ 

 ⑶ 教育長の報告の要旨  ⑶ 委員長及び教育長の報告の要旨 

 ⑷から⑺まで ＜省略＞  ⑷から⑺まで ＜省略＞ 

 ⑻ その他教育長又は会議において必要と認め

た事項 

 ⑻ その他委員長又は会議において必要と認め

た事項 

 （会議録の作成等）  （会議録の作成等） 

第１６条 会議録は、教育長があらかじめ指定し

た事務局の職員が作成し、次回の会議において

承認を受けなければならない。 

第１６条 会議録は、委員長が事務局職員のうち

から教育長の推薦する者を指名して、これを作

成させるものとする。 

２ 会議において前項の承認をしたときは、教育

長は、会議録に署名し、公開するものとする。 

２ 委員長及び教育長は、会議録に署名しなけれ

ばならない。 

３ 秘密会の会議録は、前条及び前２項に準じて

別に作成する。ただし、秘密会の会議録は公開

しない。 

３ 秘密会の会議録は、前条及び前２項に準じて

別に作成する。 



（請願）  （請願） 

第１７条 委員会に対する請願は、文書により請

願の要旨、提出年月日並びに請願者の住所及び

氏名（法人にあっては、その名称及び代表者の

氏名）を記載し、押印したうえ、教育長に提出

しなければならない。 

第１７条 委員会に対する請願は、文書により請

願の要旨、提出年月日並びに請願者の住所及び

氏名（法人にあっては、その名称及び代表者の

氏名）を記載し、押印したうえ、教育長を通じ

て委員長に提出しなければならない。 

２ 教育長は、請願書を受理したときは、これを

会議に付し、その採否を決めなければならな

い。 

２ 委員長は、請願書を受理したときは、これを

会議に付し、その採否を決めなければならな

い。 

３ ＜省略＞ ３ ＜省略＞ 

 （陳情）  （陳情） 

第１８条 教育長は、陳情書その他のもので、そ

の内容が請願に適合するものと認めたときは、

請願の例により、これを処理しなければならな

い。 

第１８条 委員長は、陳情書その他のもので、そ

の内容が請願に適合するものと認めたときは、

請願の例により、これを処理しなければならな

い。 

 （傍聴の手続等） （傍聴の手続等） 

第１９条 ＜省略＞ 第１９条 ＜省略＞ 

２ 次の各号のいずれかに該当する者は、会議を

傍聴することができない。 

２ 次の各号のいずれかに該当する者は、会議を

傍聴することができない。 

 ⑴及び⑵ ＜省略＞  ⑴及び⑵ ＜省略＞ 

 ⑶ 前２号に掲げる者のほか、教育長が傍聴を

不適当と認める者 

 ⑶ 前２号に掲げる者のほか、委員長が傍聴を

不適当と認める者 

（傍聴人数の制限） （傍聴人数の制限） 

第２０条 教育長は、特に必要があると認めると

きは、傍聴人の員数を制限することができる。 

第２０条 委員長は、特に必要があると認めると

きは、傍聴人の員数を制限することができる。 

（行為の禁止） （行為の禁止） 

第２１条 ＜省略＞ 第２１条 ＜省略＞ 

⑴から⑷まで ＜省略＞ ⑴から⑷まで ＜省略＞ 

⑸ 前各号に掲げるもののほか、教育長が指定

すること。 

⑸ 前各号に掲げるもののほか、委員長が指定

すること。 

（違反に対する措置） （違反に対する措置） 

第２２条 教育長は、傍聴人が前条の規定に違反

したときは、これを制止し、その命令に従わな

第２２条 委員長は、傍聴人が前条の規定に違反

したときは、これを制止し、その命令に従わな



いときは、退場を命ずることができる。 いときは、退場を命ずることができる。 

（雑則） （雑則） 

第２４条 この規則に定めるもののほか、会議の

運営に関し必要な事項は、教育長が会議に諮っ

て定める。 

第２４条 この規則に定めるもののほか、会議の

運営に関し必要な事項は、委員長が会議に諮っ

て定める。 
  

 （瀬戸市教育委員会公印規則の一部改正）  

第２条 瀬戸市教育委員会公印規則（昭和５６年瀬戸市教育委員会規則第

２号）の一部を次のように改正する。  

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下

線で示すように改正する。  

改正後 改正前 

別表（第３条関係） 別表（第３条関係） 

公

印

の

種

類 

形式 書

体 

寸

法 

用途 管

守

者 

＜省略＞ 

委

員

会

印 
 

瀬 戸 市 

教 育 委 

員 会 印 

古

印

体 

２

１

×

２

１ 

電子計

算機を

利用し

て発行

する公

文書 

学

校

教

育

課

長 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

    

公

印

の

種

類 

形式 書

体 

寸

法 

用途 管

守

者 

＜省略＞ 

委

員

会

印 
 

瀬 戸 市 

教 育 委 

員 会 印 

古

印

体 

２

１

×

２

１ 

電子計

算機を

利用し

て発行

する公

文書 

学

校

教

育

課

長 

委

員

長

印 

瀬 戸 市 教 

育 委 員 会 

委 員 長 印 
 

古

印

体 

２

１

×

２

１ 

一般公

文書用 

学

校

教

育

課

長 

委

員

長

瀬 戸 市 教 育 

委員会委員長 

職務代理者印 

 

古

印

体 

２

１

×

一般公

文書用 

学

校

教



 

 

 

 

 

 

 

教

育

長

印 
 

瀬 戸 市 教 

育 委 員 会 

教 育 長 印 

古

印

体 

２

１

×

２

１ 

一般公

文書用 

学

校

教

育

課

長 

＜省略＞ 
 

職

務

代

理

者

印 

２

１ 

育

課

長 

教

育

長

印 
 

瀬 戸 市 教 

育 委 員 会 

教 育 長 印 

古

印

体 

２

１

×

２

１ 

一般公

文書用 

学

校

教

育

課

長 

＜省略＞ 
   

（瀬戸市教育委員会公告式規則の一部改正）  

第３条 瀬戸市教育委員会公告式規則（昭和６０年瀬戸市教育委員会規則

第１号）の一部を次のように改正する。  

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下

線で示すように改正する。

改正後 改正前 

（趣旨） （趣旨） 

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）

第１５条第２項の規定に基づき、教育委員会規

則（以下「規則」という。）その他教育委員会

の定める規程で公表を要するものの公布又は公

表に関し必要な事項を定めるものとする。 

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）

第１４条第２項の規定に基づき、教育委員会規

則（以下「規則」という。）その他教育委員会

の定める規程で公表を要するものの公布又は公

表に関し必要な事項を定めるものとする。 

（規則の公布） （規則の公布） 

第２条 規則を公布しようとするときは、公布の

旨の前文及び年月日を記入して、その末尾に教

育長が署名しなければならない。 

２ ＜省略＞ 

第２条 規則を公布しようとするときは、公布の

旨の前文及び年月日を記入して、その末尾に委

員長が署名しなければならない。 

２ ＜省略＞ 

 （教育委員会の定める規程の公表）  （教育委員会の定める規程の公表） 



第３条 教育委員会の定める規程で公表を要する

ものを公表しようとするときは、公表の旨の前

文、年月日及び教育長の氏名を記入し、教育長

印を押さなければならない。 

第３条 教育委員会の定める規程で公表を要する

ものを公表しようとするときは、公表の旨の前

文、年月日及び委員長の氏名を記入し、委員長

印を押さなければならない。 

２ ＜省略＞ ２ ＜省略＞ 
  

（瀬戸市教育委員会事務局組織規則の一部改正）  

第４条 瀬戸市教育委員会事務局組織規則（平成１７年瀬戸市教育委員会

規則第６号）の一部を次のように改正する。  

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下

線で示すように改正する。

改正後 改正前 

（趣旨） （趣旨） 

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）

第１７条第２項及び地方教育行政の組織及び運

営に関する法律施行令（昭和３１年政令第２２

１号）第６条の規定に基づき、瀬戸市教育委員

会事務局（以下「事務局」という。）の組織等

に関し、必要な事項を定めるものとする。 

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）

第１８条第２項及び地方教育行政の組織及び運

営に関する法律施行令（昭和３１年政令第２２

１号）第６条の規定に基づき、瀬戸市教育委員

会事務局（以下「事務局」という。）の組織等

に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（職制） （職制） 

第７条 法令に特別の定めがあるものを除くほ

か、次の表の組織欄に掲げる組織にそれぞれ同

表の職名欄に掲げる職を置き、その職務は、そ

れぞれ同表の職務欄に掲げるとおりとする。 

組織 職名 職務 

部 部長 上司の命を受け、部

の事務を掌理し、所

属の職員を指揮監督

する。 

 

＜省略＞ ＜省略＞ ＜省略＞ 
 

第７条 法令に特別の定めがあるものを除くほ

か、次の表の組織欄に掲げる組織にそれぞれ同

表の職名欄に掲げる職を置き、その職務は、そ

れぞれ同表の職務欄に掲げるとおりとする。 

組織 職名 職務 

部 部長 教育長を補佐し、教

育長に事故があると

き、又は欠けたとき

は、その職務を代理

する。 

＜省略＞ ＜省略＞ ＜省略＞ 
 

２ ＜省略＞ ２ ＜省略＞ 



＜省略＞ 
 

＜省略＞ 
 

３ ＜省略＞ ３ ＜省略＞ 

＜省略＞ 
 

＜省略＞ 
 

  

   附  則 

（施行期日）  

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。  

（経過措置）  

２ この規則の施行の際地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部

を改正する法律（平成２６年法律第７６号）附則第２条の規定により、

なお従前の例により在職するものとされた教育長のその任期中において

は、この規則による改正後の瀬戸市教育委員会会議規則、瀬戸市教育委

員会公印規則、瀬戸市教育委員会公告式規則及び瀬戸市教育委員会事務

局組織規則の規定中教育長及び委員長に関する部分は、適用せず、この

規則による改正前の瀬戸市教育委員会会議規則、瀬戸市教育委員会公印

規則、瀬戸市教育委員会公告式規則及び瀬戸市教育委員会事務局組織規

則の規定中教育長及び委員長に関する部分は、なおその効力を有する。  

 

 

 


